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 　　　　　　　　  「端午の節句展」
                         2025 年 4 月 19 日（土）～ 2025 年 5月 6日（火・祝）

                                                     端午の節句関連イベント
　 　　  「鯉のぼりけん玉作り＆コンサート」
                                                      2025 年 4 月 20 日（日）
　　　　　　

 「浮世絵展」
                              2025 年 5 月 10 日（土）～ 2025 年 6月 8日（日）

講演「浮世絵に見る風景と暮らし」
                                                      2025 年 5 月 11 日 ( 日 )

「論語の素読会」
毎月第 2・第 4土曜日
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04 特集　河内の古民家御財印めぐり展　　

　　　　御財印めぐりの紹介と解体調査で発見された刻印が付いた屋根瓦について

06 日下の噺 善根寺浜と近世河内の舟運　　　　　
　　　　　　　

　　　　江戸時代に日下村の船着き場として使われた善根寺浜と剣先船のお話

08 イベントレポート

　　　　
　　　　歴史講座　河内の勤王に迫る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　秋季ハイキング　日下の街で文学散歩

　　  　秀鳳書の教室　わくわく書道展 / デザイン書道で新春のカレンダーづくり

        新春大道芸公演と昔遊び

　　    サブローごまを作ろう

        近畿大学峰滝ゼミ REPORT  焼き芋ブリュレとミノムシけん玉づくり   

                                             古民家で餅つき＆クリスマス工作

10 Pick　Up

　　　　菊花展

　　　　やさしい暮らし 昔にならう ―畑より思い繋ぐ―

　　　　 

12 イベントカレンダー

ユリ科バイモ属 半蔓性多年草

　アミガサユリ ( バイモ ) は、 北西に位置す

る蔵と主屋の間にある裏庭に静かに咲きます。

花期は３下旬から 4 月中旬頃で、 花は下向き

に咲き、 淡黄緑色の釣鐘型で網目模様がある

のが特徴です。 楚々とした風情から茶花や切

り花としても重宝されてきました。 控えめに咲

旧河澄家の自然

     アミガサユリ　　　
　　　　　貝母、 編笠百合 / バイモ

く姿が侘びた雰囲気があうのかもしれません。

薬草として

昔から使われてきた薬草です。 土の中にある

球根 ( 鱗茎 ) を乾燥させて用います。 漢方で

は、 貝母 ( バイモ ) と呼ばれ、 特に咳を鎮め

たり、 たんを切る薬としてよく使われていま

す。

 茶花や切り花としても  うつむき静かに咲く
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「
河
内
の
古
民
家
御
財
印
め
ぐ
り
展
」
を
令
和
七

年
一
月
二
十
五
日
〜
二
月
十
六
日
の
期
間
で
開
催
致

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
旧
河
澄
家
の
歴
史
と
変
遷

の
紹
介
と
し
て
、
解
体
調
査
で
発
見
さ
れ
た
刻
印
が

付
い
た
屋
根
瓦
を
始
め
棟
札
や
、
江
戸
時
代
に
描
か

れ
た
と
さ
れ
る
屋
敷
絵
図
の
展
示
に
併
せ
、
大
阪
府

登
録
文
化
財
所
有
者
の
会
様
の
ご
協
力
に
よ
る
、
河

内
の
古
民
家
十
一
軒
の
御
財
印
と
建
物
解
説
、
写
真

を
紹
介
致
し
ま
し
た
。

　
【
御
財
印
め
ぐ
り
】
に
つ
い
て

　
「
御
財
印
め
ぐ
り
」
と
は
、
各
地
で
大
切
に
継
承

さ
れ
て
き
た
文
化
財
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
表
象
し
た

「
御
財
印
」
を
集
め
て
め
ぐ
り
、
そ
の
地
域
の
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
や
文
化
・
歴
史
を
楽
し
み
な
が
ら
未

来
に
つ
な
げ
る
応
援
の
旅
で
す
。
大
阪
府
登
録
文
化

財
所
有
者
の
会
が
中
心
と
な
っ
て「
御
財
印
め
ぐ
り
」

の
普
及
活
動
を
推
進
さ
れ
て
お
り
、
令
和
七
年
四
月

以
降
、
新
た
に
二
十
四
件
が
参
加
を
予
定
し
合
計

百
三
十
ヶ
所
以
上
で
頒
布
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
登
録
文
化
財
・
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
人
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
御
財
印
め
ぐ

り
関
連
事
業
・
協
力
事
業
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
財
印
め
ぐ
り
詳
細
・
建
物
情
報
は
「
大
阪
文
化
財

ナ
ビ
」
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://osaka-bunkazainavi.org/

　
【
瓦
】
に
つ
い
て

　

瓦
に
刻
印
若
し
く
は
ヘ
ラ
で
文
字
書
き
が
さ
れ
た

文
字
瓦
の
歴
史
は
古
く
、
平
城
宮
跡
出
土
の
物
ま
で

        刻印瓦「私瓦八」
棲鶴楼庭園  西側築地塀

離れ屋根南側　鬼瓦

確
認
で
き
ま
す
。
文
字
内
容
は
。
製
作
官
・
瓦
師
・

生
産
地
・
人
名
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
十
七
年
度

か
ら
着
手
さ
れ
た
解
体
・
保
存
修
理
に
よ
り
、
主
屋

の
当
初
の
瓦
は
残
存
ま
せ
ん
が
棲
鶴
楼
の
瓦
は
当
初

と
思
わ
れ
る
物
が
大
半
を
占
め
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
刻
印
瓦
が
数
種
類
発
見
さ
れ
、
そ

の
刻
印
は
生
産
地
と
生
産
者
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

主
屋
、棲
鶴
楼
に
共
通
し
て
確
認
で
き
た
刻
印
は「
う

つ
ま
さ
」「
植
瓦
喜
」「
植
瓦
庄
」「
吉
瓦
熊
」「
私
瓦

久
」
で
し
た
。
今
回
は
「
私
瓦
久
」「
植
瓦
庄
」「
加

瓦
八
」
に
加
え
、
鬼
瓦
、
軒
瓦
、
丸
瓦
を
展
示
致
し

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
、「
私
瓦
久
」
は
棲
鶴
楼
西
側

上
屋
の
平
瓦
及
び
南
側
下
屋
の
軒
瓦
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
同
じ
刻
印
の
瓦
が
交
野
市
の
北
田
家
住
宅
で

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。「
交
野
市
私
部
」
で
作
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
北
田
家
の
敷
地
内
に
は
「
文
政
五
壬

午
歳
河
州
交
野
郡
私
部
村
瓦
師
大
矢
八
平
衛
」
と
の

刻
印
が
あ
る
瓦
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。（「
重
要
文

化
財
北
田
家
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
」
よ
り
）
旧
河

澄
家
に
も
「
私
瓦
八
」（
西
側
築
地
塀
）、
ま
た
別
に

「
私
瓦
人
」（
棲
鶴
楼
南
側
）
の
刻
印
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
私
部
辺
り
に
は
多
数
の
瓦
師
が
い
た
よ
う
で

す
。
文
政
五
（
一
八
二
二
）
は
棲
鶴
楼
改
築
時
の
天

保
六
年
（
一
八
三
五
年
）
よ
り
時
代
は
遡
り
ま
す
が
、

北
田
家
で
は
修
理
前
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
の
流
用
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
「
重
要
文
化
財　

旧
鴻
池

新
田
会
所
修
理
工
事
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
瓦
師
の

大
矢
八
平
衛
は
世
襲
の
名
前
の
可
能
性
を
記
し
て
い

ま
す
。
旧
河
澄
家
も
同
じ
瓦
師
か
ら
購
入
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

河
内
地
方
の
古
民
家
十
二
軒
で
御
財
印
の
頒
布
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。（
令
和
七
年
四
月
時
点
）

■
東
大
阪
市　
　

旧
河
澄
家
、
鴻
池
新
田
会
所
、

　
　
　
　
　
　
　

旧
井
上
家
住
宅
（
非
公
開
）

　
　
　
　
　
　
　

川
中
家
住
宅
と
屋
敷
林
、
藤
井
家
住
宅

■
八
尾
市　
　
　

安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
、

　
　
　
　
　
　
　

萩
原
家
住
宅
（
茶
吉
庵
）

■
柏
原
市　
　
　

安
田
家
住
宅
（
住
宅
内
部
非
公
開
）

■
羽
曳
野
市　
　

畑
田
家
住
宅
、

■
富
田
林
市　
　

岩
根
家
住
宅
、
旧
杉
山
家
住
宅

■
河
内
長
野
市　

旧
梶
谷
家
住
宅

    瓦の刻印「私瓦八」　　　
 　　北田家住宅

    瓦の刻印「私瓦八」　　　
 　　鴻池会所跡

 御財印めぐりの冊子
頒布しています  

  展示風景  ザシキにて

御財印帳に集めた「御在印」

「私瓦八」
     拡大

鬼瓦  展示風景  ザシキにて

棲鶴楼屋根北側  鬼瓦

  「河内の古民家御財印めぐり展」
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し
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回
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私
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瓦
八
」
に
加
え
、
鬼
瓦
、
軒
瓦
、
丸
瓦
を
展
示
致
し

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
、「
私
瓦
久
」
は
棲
鶴
楼
西
側

上
屋
の
平
瓦
及
び
南
側
下
屋
の
軒
瓦
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
同
じ
刻
印
の
瓦
が
交
野
市
の
北
田
家
住
宅
で

も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。「
交
野
市
私
部
」
で
作
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
北
田
家
の
敷
地
内
に
は
「
文
政
五
壬

午
歳
河
州
交
野
郡
私
部
村
瓦
師
大
矢
八
平
衛
」
と
の

刻
印
が
あ
る
瓦
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。（「
重
要
文

化
財
北
田
家
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
」
よ
り
）
旧
河

澄
家
に
も
「
私
瓦
八
」（
西
側
築
地
塀
）、
ま
た
別
に

「
私
瓦
人
」（
棲
鶴
楼
南
側
）
の
刻
印
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
私
部
辺
り
に
は
多
数
の
瓦
師
が
い
た
よ
う
で

す
。
文
政
五
（
一
八
二
二
）
は
棲
鶴
楼
改
築
時
の
天

保
六
年
（
一
八
三
五
年
）
よ
り
時
代
は
遡
り
ま
す
が
、

北
田
家
で
は
修
理
前
に
葺
か
れ
て
い
た
瓦
の
流
用
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
「
重
要
文
化
財　

旧
鴻
池

新
田
会
所
修
理
工
事
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
瓦
師
の

大
矢
八
平
衛
は
世
襲
の
名
前
の
可
能
性
を
記
し
て
い

ま
す
。
旧
河
澄
家
も
同
じ
瓦
師
か
ら
購
入
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

河
内
地
方
の
古
民
家
十
二
軒
で
御
財
印
の
頒
布
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。（
令
和
七
年
四
月
時
点
）

■
東
大
阪
市　
　

旧
河
澄
家
、
鴻
池
新
田
会
所
、

　
　
　
　
　
　
　

旧
井
上
家
住
宅
（
非
公
開
）

　
　
　
　
　
　
　

川
中
家
住
宅
と
屋
敷
林
、
藤
井
家
住
宅

■
八
尾
市　
　
　

安
中
新
田
会
所
跡
旧
植
田
家
住
宅
、

　
　
　
　
　
　
　

萩
原
家
住
宅
（
茶
吉
庵
）

■
柏
原
市　
　
　

安
田
家
住
宅
（
住
宅
内
部
非
公
開
）

■
羽
曳
野
市　
　

畑
田
家
住
宅
、

■
富
田
林
市　
　

岩
根
家
住
宅
、
旧
杉
山
家
住
宅

■
河
内
長
野
市　

旧
梶
谷
家
住
宅

    瓦の刻印「私瓦八」　　　
 　　北田家住宅

    瓦の刻印「私瓦八」　　　
 　　鴻池会所跡

 御財印めぐりの冊子
頒布しています  

  展示風景  ザシキにて

御財印帳に集めた「御在印」

「私瓦八」
     拡大

鬼瓦  展示風景  ザシキにて

棲鶴楼屋根北側  鬼瓦

  「河内の古民家御財印めぐり展」
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善
根
寺
五
丁
目
の
東
高
野
街
道
と
大
川

が
交
差
す
る
地
点
に
は
江
戸
時
代
に
善
根

寺
浜
（
ぜ
ん
こ
ん
じ
は
ま
）
と
い
う
船
着

き
場
が
あ
り
、
大
阪
と
河
内
の
村
々
を
結

ぶ
交
通
機
関
と
し
て
在
郷
剣
先
船
（
ざ
い

ご
う
け
ん
さ
き
せ
ん
）
と
い
う
舟
を
使
っ

た
舟
運
（
し
ゅ
う
う
ん
）
が
重
要
な
役
目

を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
善
根
寺

浜
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
地
点
に
は
水
上
交
通
の
守

り
神
で
あ
る
金
毘
羅
大
権
現
（
こ
ん
ぴ
ら
だ
い
ご

ん
げ
ん
）
と
刻
ま
れ
た
石
灯
籠
が
残
さ
れ
、
東
高

野
街
道
沿
い
の
大
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
は
「
浜
の

い
ま
し
た
。
そ
の
船
の
数
は
、
合
計
七
十
三
艘
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
で
日
下
村
は
一

艘
、
隣
の
植
附
村
は
二
艘
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
剣
先
船
は
船
首
が
剣
の
先
の

よ
う
に
尖
っ
た
形
を
し
た
川
船
で
、
古
剣
先
船
、
新
剣
先
船
、
在
郷
剣
先
船
、
井
路

川
剣
先
船
の
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
は
そ
の
大
き
さ
に
基
準
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
に
長
さ
十
一
間
三
尺
（
約
二
十
一
ｍ
）、
幅

一
間
二
尺

（
約
二
・
二
ｍ
）、
深
さ
一
尺
四
寸
（
約
〇
・
四
ｍ
）
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

但
し
井
路
川
剣
先
船
は
幅
四
間
か
ら
六
間
の
狭
い
用
水
路
を
行
き
来
す
る
た
め
、
長

さ
七
間
三
尺
（
約
十
三
ｍ
）
幅
四
尺
五
寸
（
約
一
・
三
ｍ
）
の
小
船
を
使
用
し
て
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
）
の
付
け
替
え
工
事
の
後

に
は
大
和
川
水
系
の
水
が
深
野
池
ま
で
流
れ
な
く
な
り
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
次

第
に
水
が
引
い
て
深
野
池
の
水
域
は
か
な
り
狭
ま
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
付
け
替
え
後
の
河
内
の
村
々
で
の
舟
運
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
記
録
に
よ
る
と
在
郷
剣
先
船
の
数
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
年
）
に
は

二
十
五
艘
と
約
三
分
の
一
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
日
下
村
、
植
附
村
は
一
艘
ず
つ
所

有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
舟
運
の
状
況
に
つ
い
て
は
大
和
川
付
け
替
え
か

ら
二
十
四
年
後
の
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
年
）
春
三
月
八
日
の
日
下
村
庄
屋
森
長

右
衛
門
の
日
記
（『
日
下
村
森
家
庄
屋
日
記
』
享
保
十
三
年
度
、
平
成
十
七
年
三
月

日
下
古
文
書
研
究
会
発
行
）
か
ら
も
知
る
翌
三
月
九
日
明
け
四
ツ
（
朝
十
時
）
に
善

根
寺
浜
の
船
着
き
場
に
鴻
池
善
兵
衛
一
行
を
出
迎
え
る
た
め
に
村
年
寄
り
た
ち
を
行

か
せ
、
船
で
予
定
通
り
到
着
後
に
一
行
を
花
見
の
名
所
鷲
尾
山
興
法
寺
（
わ
し
ゅ
う

ざ
ん
ほ
う
こ
う
じ
）
ま
で
案
内
さ
せ
て
お
り
、
善
根
寺
浜
は
付
け
替
え
後
も
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

更
に
時
代
が
下
っ
て
大
和
川
付
け
替
え
か
ら
九
十
七
年
後
の
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
年
）
に
発
行
さ
れ
た
秋
里
籬
島
著
に
よ
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る

『
河
内
名
所
図
会
』
に
は
、
善
根
寺
浜
か
ら
少
し
北
に
位
置
す
る
野
崎
観
音
に
多
く

の
人
が
舟
で
参
詣
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
剣
先
船
よ
り
は
か
な
り
小
型
の

屋
形
船
な
ど
が
絵
で
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
大
坂
天
満
橋
に
あ
る
「
八
軒
屋
浜
」
か

善
根
寺
浜
と
近
世
河
内
の
舟
運

     在郷剣先持船数 享保 5年

楯津濱碑

    剣先船

善根寺浜 浜の橋
近世初頭大阪の地形

在郷剣先船持村船数 元禄 5年

   河内名所図会  野崎詣

橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
金
毘
羅
燈
籠

か
ら
東
高
野
街
道
沿
い
の
北
側
に
は
、「
楯
津
濱

（
た
て
つ
は
ま
）」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
ち
、
神

武
天
皇
東
征
の
折
こ
の
あ
た
り
を
「
楯
津
」
と
名

付
け
た
と
い
う
記
紀
の
説
話
に
因
ん
で
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
神
武
東
征
の
太
古
よ
り
こ
の
あ

た
り
は
河
内
湖
東
端
の
船
着
き
場
と
し
て
舟
運

に
使
わ
れ
続
け
て
き
た
土
地
で
し
た
。
大
川
は

生
駒
七
谷
の
一
つ
で
あ
る
車
谷
か
ら
の
谷
水
を

集
め
て
善
根
寺
浜
か
ら
恩
智
川
に
注
ぎ
、
そ
の

下
流
で
は
寝
屋
川
に
合
流
す
る
川
で
す
。
江
戸

時
代
の
享
保
時
代
の
車
谷
に
は
水
車
五
基
が
稼

働
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

近
世
に
は
今
と
比
べ
て
水
量
が
多
か
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

河
内
地
方
の
舟
運
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
が
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
）
に
行
わ
れ
た

「
大
和
川
の
付
け
替
え
」
で
す
が
、
付
け
替
え
前

ま
で
は
日
下
村
や
隣
の
中
垣
内
村
等
の
西
側
に
は

大
き
な
「
深
野
池
（
ふ
こ
の
い
け
）」
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
和
川
付
け
替
え
前
の
元
禄
五
年
（
一
六
九
五

年
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
川
沿
い
の
河
内
の

二
十
三
村
は
在
郷
剣
先
船
を
村
と
し
て
所
有
し
、

幕
府
か
ら
そ
の
所
有
を
公
式
に
認
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
在
郷
の
各
村
は
こ
の
在
郷
剣
先
船
を
使
っ

て
年
貢
米
や
田
畑
の
肥
料
等
農
業
用
途
の
運
搬
に

加
え
、
洪
水
の
際
は
船
で
人
馬
の
行
き
来
を
し
て

善根寺浜金毘羅燈籠燈籠柱 金毘羅大権現

近世初頭大阪の地形

ら
寝
屋
川
を
遡
っ
て
徳
庵
・
住
道
を
経
由
し
て
幅
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
井
路
川
を
通

り
「
観
音
浜
」（
現
大
東
市
深
野
五
丁
目
）
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
専
応
寺
に
参
っ
た

後
で
野
崎
観
音
を
訪
れ
る
参
詣
ル
ー
ト
が
開
け
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。観音浜の由来
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地
点
に
は
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に
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寺
浜
（
ぜ
ん
こ
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じ
は
ま
）
と
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う
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着
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が
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、
大
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と
河
内
の
村
々
を
結
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交
通
機
関
と
し
て
在
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先
船
（
ざ
い

ご
う
け
ん
さ
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せ
ん
）
と
い
う
舟
を
使
っ

た
舟
運
（
し
ゅ
う
う
ん
）
が
重
要
な
役
目

を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
善
根
寺

浜
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
地
点
に
は
水
上
交
通
の
守

り
神
で
あ
る
金
毘
羅
大
権
現
（
こ
ん
ぴ
ら
だ
い
ご

ん
げ
ん
）
と
刻
ま
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た
石
灯
籠
が
残
さ
れ
、
東
高

野
街
道
沿
い
の
大
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
は
「
浜
の

い
ま
し
た
。
そ
の
船
の
数
は
、
合
計
七
十
三
艘
に
の
ぼ
り
、
そ
の
中
で
日
下
村
は
一

艘
、
隣
の
植
附
村
は
二
艘
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
剣
先
船
は
船
首
が
剣
の
先
の

よ
う
に
尖
っ
た
形
を
し
た
川
船
で
、
古
剣
先
船
、
新
剣
先
船
、
在
郷
剣
先
船
、
井
路

川
剣
先
船
の
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
は
そ
の
大
き
さ
に
基
準
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
に
長
さ
十
一
間
三
尺
（
約
二
十
一
ｍ
）、
幅

一
間
二
尺

（
約
二
・
二
ｍ
）、
深
さ
一
尺
四
寸
（
約
〇
・
四
ｍ
）
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

但
し
井
路
川
剣
先
船
は
幅
四
間
か
ら
六
間
の
狭
い
用
水
路
を
行
き
来
す
る
た
め
、
長

さ
七
間
三
尺
（
約
十
三
ｍ
）
幅
四
尺
五
寸
（
約
一
・
三
ｍ
）
の
小
船
を
使
用
し
て
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
）
の
付
け
替
え
工
事
の
後

に
は
大
和
川
水
系
の
水
が
深
野
池
ま
で
流
れ
な
く
な
り
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
次

第
に
水
が
引
い
て
深
野
池
の
水
域
は
か
な
り
狭
ま
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
付
け
替
え
後
の
河
内
の
村
々
で
の
舟
運
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
記
録
に
よ
る
と
在
郷
剣
先
船
の
数
は
享
保
五
年
（
一
七
二
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）
に
は

二
十
五
艘
と
約
三
分
の
一
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
日
下
村
、
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附
村
は
一
艘
ず
つ
所

有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
舟
運
の
状
況
に
つ
い
て
は
大
和
川
付
け
替
え
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ら
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十
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後
の
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保
十
三
年
（
一
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の
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長
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の
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記
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下
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記
』
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、
平
成
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発
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）
か
ら
も
知
る
翌
三
月
九
日
明
け
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（
朝
十
時
）
に
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の
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着
き
場
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出
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め
に
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、
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定
通
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到
着
後
に
一
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を
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見
の
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所
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法
寺
（
わ
し
ゅ
う

ざ
ん
ほ
う
こ
う
じ
）
ま
で
案
内
さ
せ
て
お
り
、
善
根
寺
浜
は
付
け
替
え
後
も
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

更
に
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代
が
下
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て
大
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け
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ら
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十
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後
の
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年

（
一
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里
籬
島
著
に
よ
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る

『
河
内
名
所
図
会
』
に
は
、
善
根
寺
浜
か
ら
少
し
北
に
位
置
す
る
野
崎
観
音
に
多
く

の
人
が
舟
で
参
詣
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
剣
先
船
よ
り
は
か
な
り
小
型
の

屋
形
船
な
ど
が
絵
で
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
大
坂
天
満
橋
に
あ
る
「
八
軒
屋
浜
」
か

善
根
寺
浜
と
近
世
河
内
の
舟
運

     在郷剣先持船数 享保 5年

楯津濱碑

    剣先船

善根寺浜 浜の橋
近世初頭大阪の地形

在郷剣先船持村船数 元禄 5年

   河内名所図会  野崎詣

橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
金
毘
羅
燈
籠

か
ら
東
高
野
街
道
沿
い
の
北
側
に
は
、「
楯
津
濱

（
た
て
つ
は
ま
）」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
ち
、
神

武
天
皇
東
征
の
折
こ
の
あ
た
り
を
「
楯
津
」
と
名

付
け
た
と
い
う
記
紀
の
説
話
に
因
ん
で
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
神
武
東
征
の
太
古
よ
り
こ
の
あ

た
り
は
河
内
湖
東
端
の
船
着
き
場
と
し
て
舟
運

に
使
わ
れ
続
け
て
き
た
土
地
で
し
た
。
大
川
は

生
駒
七
谷
の
一
つ
で
あ
る
車
谷
か
ら
の
谷
水
を

集
め
て
善
根
寺
浜
か
ら
恩
智
川
に
注
ぎ
、
そ
の

下
流
で
は
寝
屋
川
に
合
流
す
る
川
で
す
。
江
戸

時
代
の
享
保
時
代
の
車
谷
に
は
水
車
五
基
が
稼

働
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

近
世
に
は
今
と
比
べ
て
水
量
が
多
か
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

河
内
地
方
の
舟
運
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
が
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
）
に
行
わ
れ
た

「
大
和
川
の
付
け
替
え
」
で
す
が
、
付
け
替
え
前

ま
で
は
日
下
村
や
隣
の
中
垣
内
村
等
の
西
側
に
は

大
き
な
「
深
野
池
（
ふ
こ
の
い
け
）」
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
和
川
付
け
替
え
前
の
元
禄
五
年
（
一
六
九
五

年
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
川
沿
い
の
河
内
の

二
十
三
村
は
在
郷
剣
先
船
を
村
と
し
て
所
有
し
、

幕
府
か
ら
そ
の
所
有
を
公
式
に
認
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
在
郷
の
各
村
は
こ
の
在
郷
剣
先
船
を
使
っ

て
年
貢
米
や
田
畑
の
肥
料
等
農
業
用
途
の
運
搬
に

加
え
、
洪
水
の
際
は
船
で
人
馬
の
行
き
来
を
し
て

善根寺浜金毘羅燈籠燈籠柱 金毘羅大権現

近世初頭大阪の地形

ら
寝
屋
川
を
遡
っ
て
徳
庵
・
住
道
を
経
由
し
て
幅
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
井
路
川
を
通

り
「
観
音
浜
」（
現
大
東
市
深
野
五
丁
目
）
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
専
応
寺
に
参
っ
た

後
で
野
崎
観
音
を
訪
れ
る
参
詣
ル
ー
ト
が
開
け
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。観音浜の由来
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歴
史
講
座

   

河
内
の
勤
王
に
迫
る

　
　

二
〇
二
四
年
十
一
月
二
四
日
（
日
）
開
催　
　

　

天
誅
（
忠
）
組
記
念
館
館
長
の
草
村
克
彦
氏
を
お

招
き
し
、「
郷
土
の
歴
史
講
座　

千
四
百
年
受
け
継

が
れ
た
河
内
日
下
の
勤
王
に
迫
る
」
と
題
す
る
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
定
員
を
上
回
る

参
加
者
が
集
ま
り
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
草
村
館
長
か
ら
は
、
明
治
維
新
の
さ
き
が
け
と

な
る
「
天
誅
組
大
和
義
挙
」
に
お
い
て
こ
の
河
内
に

も
天
誅
組
の
志
士
達
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
河
澄
家

十
九
代
当
主
雄
次
郎
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
古
代
日

下
に
は
天
皇
家
を
支
え
た
氏
族
が
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
河
内
に
お
け
る
幕
末
の
勤
王
思
想
に

影
響
を
与
え
た
思
想
家
達
、
な
ど
に
つ
い
て
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、
こ
こ
中

河
内
で
天
誅
組
参
加
は
び
っ
く
り
し
た
、
知
ら
な

か
っ
た
事
が
詳
し
い
説
明
で
よ
く
わ
か
っ
た
、
と
て

も
興
味
の
あ
る
お
話
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
、
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、
郷
土
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
季
ハ
イ
キ
ン
グ

  

日
下
の
街
で
文
学
散
歩

二
〇
二
四
年
十
二
月
一
日
（
日
）
開
催

　

日
下
は
一･

五
キ
ロ
四
方
の
内
に
数
多
の
著
名
な

文
学
者
に
縁
の
有
る
街
で
す
。
今
回
の
秋
季
ハ
イ
キ

ン
グ
で
は
、
平
城
宮
跡
や
東
大
阪
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
川
向
章
介
氏
に
ご
案
内
い
た

だ
き
、
稲
荷
山
遊
園
跡
（
谷
崎
潤
一
郎
）・
日
下
出

身
の
儒
学
者
、
生
駒
山
人
の
墓
碑
・
紫
蓮
尼
墓
碑

（
上
田
秋
成
）・
正
法
寺
跡
（
上
田
秋
成
）・
丹
波
神

社
（
上
田
秋
成
）・
日
下
新
池　

健
康
道
場
跡
（
太

宰
治
）
を
巡
り
、
秋
晴
の
空
の
も
と
神
社
や
旧
跡
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
は
、

川
向
氏
の
、ご
自
身
で
収
集
さ
れ
た
資
料
を
片
手
に
、

史
実
に
基
い
た
逸
話
を
軽
妙
洒
脱
な
調
子
で
話
さ
れ

る
説
明
に
引
き
込
ま
れ
、「
地
元
の
歴
史
を
知
る
こ

と
が
出
来
て
良
か
っ
た
」「
紅
葉
の
美
し
い
景
色
の

中
、時
空
を
超
え
て
古
人
と
会
え
た
気
が
し
た
」「
説

明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
歓
び
の
感
想
を
い

た
だ
き
、
心
地
良
い
余
韻
の
残
る
行
事
と
な
り
ま
し

た
。

秀
鳳
書
の
教
室

  

わ
く
わ
く
書
道
展
／
書
道
体
験

　
　

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
二
日
（
木
）
〜

  

二
〇
二
五
年
一
月
十
三
日(

祝)

開
催

　

今
年
で
第
四
回
目
と
な
る
「
秀
鳳
書
の
教
室
わ

く
わ
く
書
道
展
」
は
、
日
下
在
住
の
書
家
で
書
道
教

室
を
開
く
深
川
秀
鳳
氏
の
作
品
4
点
と
、
生
徒
た
ち

の
作
品
53
点
が
並
び
ま
し
た
。
旧
河
澄
家
主
屋
に
作

品
を
展
示
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
幼
稚
園
児
か
ら
90

代
ま
で
の
生
徒
た
ち
は
日
々
練
習
を
重
ね
、
丁
寧
に

心
を
込
め
て
書
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
静
か
で
趣

の
あ
る
空
間
に
並
ん
だ
作
品
は
、
力
強
く
て
、
元
気

で
、
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
会
期
中
、
書
道
体
験
と

し
て
、
筆
を
使
っ
て
「
デ
ザ
イ
ン
書
道
で
新
春
の
カ

レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
」を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

深
川
秀
鳳
氏
の
お
手
本
を
み
な
が
ら
、
形
や
余
白
、

構
成
に
も
こ
だ
わ
り
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
世
代
を
超
え
て
書
に
向

き
合
う
姿
に
、
あ
ら
た
め
て
書
道
の
奥
深
さ
と
、
地

域
の
繋
が
り
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

新
春
大
道
芸
公
演
と
昔
遊
び

二
〇
二
五
年
一
月
五
日
（
日
）
開
催

　

新
年
が
明
け
た
ば
か
り
の
こ
の
日
、
孔
舎
衙
校
区

福
祉
委
員
会
の
主
催
、
近
畿
大
学
峰
滝
ゼ
ミ
と
旧
河

澄
家
が
共
催
で
、
地
元
の
「
河
内
小
梅
」
一
座
に
よ

る
大
道
芸
公
演
と
昔
遊
び
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。「
河
内
小
梅
」
一
座
の
皆
さ
ん
は

東
大
阪
市
を
拠
点
に
し
て
八
房
流
南
京
玉
す
だ
れ
の

芸
を
全
国
で
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
道
芸
は

「
八
房
流
玉
す
だ
れ
」
と
い
う
長
さ
三
十
二
セ
ン
チ
、

五
十
六
本
の
竹
を
糸
で
よ
り
合
わ
せ
た
重
さ
五
百
グ

ラ
ム
の
す
だ
れ
を
持
ち
、
唄
に
あ
わ
せ
て
踊
り
な
が

ら
す
だ
れ
を
変
化
さ
せ
て
山
、
橋
、
魚
、
し
だ
れ
柳
、

な
ど
に
見
立
て
る
技
（
わ
ざ
）
を
披
露
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
傘
回
し
や
皿
回
し
と
参
加
者
が
参
加
す
る

皿
回
し
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
合
計
三
回
の
公
演
で

合
計
百
人
以
上
の
参
加
者
達
は
夫
々
の
技
が
披
露
さ

れ
る
度
に
拍
手
を
送
っ
て
公
演
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
孔
舎
衙
校
区
福
祉
委
員
会
と
近
畿
大

学
峰
滝
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
が
運
営
す
る
昔
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
お
子
様
連
れ
の
参
加
者

の
方
々
を
中
心
に
、
こ
ま
回
し
、
羽

根
つ
き
、
カ
ル
タ
、
福
笑
い
、
的
当

て
や
輪
投
げ
な
ど
昔
な
が
ら
の
色
々

な
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
参
加

者
全
員
に
お
餅
も
配
ら
れ
、
日
本
の

伝
統
芸
能
と
文
化
に
触
れ
る
良
い
新

春
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

             

サ
ブ
ロ
ー
ご
ま
を
つ
く
ろ
う

　
　
二
〇
二
五
年
一
月
十
二
日
（
土
）
開
催

　

豆
玩
舎
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
（
お
ま
け
や
ズ
ン
ゾ
）
協
力

に
よ
り
サ
ブ
ロ
ー
ご
ま
作
り
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

「
サ
ブ
ロ
ー
ご
ま
」
と
は
「
折
る
刃
式
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
」
を
発
明
し
た
オ
ル
フ
ァ
創
業
兄
弟
の
お
ひ
と

り
、
岡
田
三
朗
氏
の
開
発
し
た
独
楽
で
、
ビ
ー
玉
を

軸
に
自
由
に
装
飾
し
た
厚
紙
を
貼
っ
た
だ
け
の
シ
ン

プ
ル
で
す
が
、
よ
く
回
る
独
楽
で
す
。
参
加
者
は
サ

ブ
ロ
ー
ご
ま
の
表
面
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
た
り

切
り
抜
い
た
色
紙
を
貼
り
付
け
た
り
し
て
独
自
の
コ

マ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
回
転
す
る
コ
マ
の
色
模
様

を
楽
し
む
ば
か
り
で
な
く
、
上
か
ら
紙
吹
雪
を
ふ
り

か
け
、
飛
び
散
る
様
を
満
足
気
に
見
る
子
も
い
て
、

え
べ
っ
さ
ん
寒
波
を
引
き
ず
る
底
冷
え
の
す
る
室
内

で
し
た
が
、楽
し
く
且
つ
「
子
供
の
発
想
は
無
限
だ
」

と
実
感
す
る
日
と
な
り
ま
し
た
。               

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
17
日
（
日
）
に
近
畿
大
学
峰
滝
ゼ
ミ
に
よ

る「
焼
き
芋
ブ
リ
ュ
レ
と
ミ
ノ
ム
シ
け
ん
玉
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
か
ま
ど
で
作
っ
た
焼
き

芋
に
、
砂
糖
を
か
け
て
バ
ー
ナ
ー
で
あ
ぶ
り
、
子
供

た
ち
と
一
緒
に
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ
で

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
ま
し
た
。
そ
し
て
焼
き
芋
が
で
き

る
ま
で
の
時
間
、
紙
コ
ッ
プ
で
ミ
ノ
ム
シ
け
ん
玉
を

作
っ
て
ご
家
族
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
ワ
ク
ワ
ク
す
る
思
い
出

を
作
っ
た
と
て
も
実
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

ま
た
、
12
月
14
日
（
土
）
に
は
「
古
民
家
で
餅
つ
き

＆
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
峰
滝
ゼ
ミ
で
は
、
お
餅
を
丸
め
て
い
る
時
間
も

子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
レ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
た
雪
だ
る
ま
作
り
も
企
画
し
ま

し
た
。
各
々
個
性
の
あ
る
雪
だ
る
ま
を
作
成
し
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
の
で
、
次
回
も
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

臼と杵を使って餅つき可愛い雪だるまづくり

 天誅 ( 忠 ) 組記念館  草村 克彦氏

  「紫蓮尼  墓碑の拓本」

大好評の
焼き芋ブリュレ

歴史講座の様子  主屋にて

   ナンドにて 書道作品展示

  資料の解説をする川向 章介氏

書道や日本文化のよさを
感じてほしいと話す深川 秀鳳氏

  つくることの大切さ、
 楽しさを伝える磯田 武士氏

 河内小梅一座「八房流玉すだれ」

 作品紹介

  「日下新池 健康道場」
  当時の様子を解説
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史
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迫
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ま
し
た
。
当
日
は
定
員
を
上
回
る

参
加
者
が
集
ま
り
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
草
村
館
長
か
ら
は
、
明
治
維
新
の
さ
き
が
け
と

な
る
「
天
誅
組
大
和
義
挙
」
に
お
い
て
こ
の
河
内
に

も
天
誅
組
の
志
士
達
が
い
た
こ
と
、
そ
し
て
河
澄
家

十
九
代
当
主
雄
次
郎
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
古
代
日

下
に
は
天
皇
家
を
支
え
た
氏
族
が
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
河
内
に
お
け
る
幕
末
の
勤
王
思
想
に

影
響
を
与
え
た
思
想
家
達
、
な
ど
に
つ
い
て
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、
こ
こ
中

河
内
で
天
誅
組
参
加
は
び
っ
く
り
し
た
、
知
ら
な

か
っ
た
事
が
詳
し
い
説
明
で
よ
く
わ
か
っ
た
、
と
て

も
興
味
の
あ
る
お
話
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
、
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、
郷
土
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
季
ハ
イ
キ
ン
グ

  

日
下
の
街
で
文
学
散
歩

二
〇
二
四
年
十
二
月
一
日
（
日
）
開
催

　

日
下
は
一･

五
キ
ロ
四
方
の
内
に
数
多
の
著
名
な

文
学
者
に
縁
の
有
る
街
で
す
。
今
回
の
秋
季
ハ
イ
キ

ン
グ
で
は
、
平
城
宮
跡
や
東
大
阪
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
川
向
章
介
氏
に
ご
案
内
い
た

だ
き
、
稲
荷
山
遊
園
跡
（
谷
崎
潤
一
郎
）・
日
下
出

身
の
儒
学
者
、
生
駒
山
人
の
墓
碑
・
紫
蓮
尼
墓
碑

（
上
田
秋
成
）・
正
法
寺
跡
（
上
田
秋
成
）・
丹
波
神

社
（
上
田
秋
成
）・
日
下
新
池　

健
康
道
場
跡
（
太

宰
治
）
を
巡
り
、
秋
晴
の
空
の
も
と
神
社
や
旧
跡
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
の
皆
さ
ん
は
、

川
向
氏
の
、ご
自
身
で
収
集
さ
れ
た
資
料
を
片
手
に
、

史
実
に
基
い
た
逸
話
を
軽
妙
洒
脱
な
調
子
で
話
さ
れ

る
説
明
に
引
き
込
ま
れ
、「
地
元
の
歴
史
を
知
る
こ

と
が
出
来
て
良
か
っ
た
」「
紅
葉
の
美
し
い
景
色
の

中
、時
空
を
超
え
て
古
人
と
会
え
た
気
が
し
た
」「
説

明
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
歓
び
の
感
想
を
い

た
だ
き
、
心
地
良
い
余
韻
の
残
る
行
事
と
な
り
ま
し

た
。

秀
鳳
書
の
教
室

  

わ
く
わ
く
書
道
展
／
書
道
体
験

　
　

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
二
日
（
木
）
〜

  

二
〇
二
五
年
一
月
十
三
日(

祝)

開
催

　

今
年
で
第
四
回
目
と
な
る
「
秀
鳳
書
の
教
室
わ

く
わ
く
書
道
展
」
は
、
日
下
在
住
の
書
家
で
書
道
教

室
を
開
く
深
川
秀
鳳
氏
の
作
品
4
点
と
、
生
徒
た
ち

の
作
品
53
点
が
並
び
ま
し
た
。
旧
河
澄
家
主
屋
に
作

品
を
展
示
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
幼
稚
園
児
か
ら
90

代
ま
で
の
生
徒
た
ち
は
日
々
練
習
を
重
ね
、
丁
寧
に

心
を
込
め
て
書
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
静
か
で
趣

の
あ
る
空
間
に
並
ん
だ
作
品
は
、
力
強
く
て
、
元
気

で
、
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
会
期
中
、
書
道
体
験
と

し
て
、
筆
を
使
っ
て
「
デ
ザ
イ
ン
書
道
で
新
春
の
カ

レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
」を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

深
川
秀
鳳
氏
の
お
手
本
を
み
な
が
ら
、
形
や
余
白
、

構
成
に
も
こ
だ
わ
り
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
世
代
を
超
え
て
書
に
向

き
合
う
姿
に
、
あ
ら
た
め
て
書
道
の
奥
深
さ
と
、
地

域
の
繋
が
り
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

新
春
大
道
芸
公
演
と
昔
遊
び

二
〇
二
五
年
一
月
五
日
（
日
）
開
催

　

新
年
が
明
け
た
ば
か
り
の
こ
の
日
、
孔
舎
衙
校
区

福
祉
委
員
会
の
主
催
、
近
畿
大
学
峰
滝
ゼ
ミ
と
旧
河

澄
家
が
共
催
で
、
地
元
の
「
河
内
小
梅
」
一
座
に
よ

る
大
道
芸
公
演
と
昔
遊
び
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。「
河
内
小
梅
」
一
座
の
皆
さ
ん
は

東
大
阪
市
を
拠
点
に
し
て
八
房
流
南
京
玉
す
だ
れ
の

芸
を
全
国
で
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
道
芸
は

「
八
房
流
玉
す
だ
れ
」
と
い
う
長
さ
三
十
二
セ
ン
チ
、

五
十
六
本
の
竹
を
糸
で
よ
り
合
わ
せ
た
重
さ
五
百
グ

ラ
ム
の
す
だ
れ
を
持
ち
、
唄
に
あ
わ
せ
て
踊
り
な
が

ら
す
だ
れ
を
変
化
さ
せ
て
山
、
橋
、
魚
、
し
だ
れ
柳
、

な
ど
に
見
立
て
る
技
（
わ
ざ
）
を
披
露
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
傘
回
し
や
皿
回
し
と
参
加
者
が
参
加
す
る

皿
回
し
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
合
計
三
回
の
公
演
で

合
計
百
人
以
上
の
参
加
者
達
は
夫
々
の
技
が
披
露
さ

れ
る
度
に
拍
手
を
送
っ
て
公
演
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
孔
舎
衙
校
区
福
祉
委
員
会
と
近
畿
大

学
峰
滝
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
が
運
営
す
る
昔
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
お
子
様
連
れ
の
参
加
者

の
方
々
を
中
心
に
、
こ
ま
回
し
、
羽

根
つ
き
、
カ
ル
タ
、
福
笑
い
、
的
当

て
や
輪
投
げ
な
ど
昔
な
が
ら
の
色
々

な
遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
参
加

者
全
員
に
お
餅
も
配
ら
れ
、
日
本
の

伝
統
芸
能
と
文
化
に
触
れ
る
良
い
新

春
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

             

サ
ブ
ロ
ー
ご
ま
を
つ
く
ろ
う

　
　
二
〇
二
五
年
一
月
十
二
日
（
土
）
開
催

　

豆
玩
舎
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
（
お
ま
け
や
ズ
ン
ゾ
）
協
力

に
よ
り
サ
ブ
ロ
ー
ご
ま
作
り
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

「
サ
ブ
ロ
ー
ご
ま
」
と
は
「
折
る
刃
式
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
」
を
発
明
し
た
オ
ル
フ
ァ
創
業
兄
弟
の
お
ひ
と

り
、
岡
田
三
朗
氏
の
開
発
し
た
独
楽
で
、
ビ
ー
玉
を

軸
に
自
由
に
装
飾
し
た
厚
紙
を
貼
っ
た
だ
け
の
シ
ン

プ
ル
で
す
が
、
よ
く
回
る
独
楽
で
す
。
参
加
者
は
サ

ブ
ロ
ー
ご
ま
の
表
面
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
た
り

切
り
抜
い
た
色
紙
を
貼
り
付
け
た
り
し
て
独
自
の
コ

マ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
回
転
す
る
コ
マ
の
色
模
様

を
楽
し
む
ば
か
り
で
な
く
、
上
か
ら
紙
吹
雪
を
ふ
り

か
け
、
飛
び
散
る
様
を
満
足
気
に
見
る
子
も
い
て
、

え
べ
っ
さ
ん
寒
波
を
引
き
ず
る
底
冷
え
の
す
る
室
内

で
し
た
が
、楽
し
く
且
つ
「
子
供
の
発
想
は
無
限
だ
」

と
実
感
す
る
日
と
な
り
ま
し
た
。               

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
17
日
（
日
）
に
近
畿
大
学
峰
滝
ゼ
ミ
に
よ

る「
焼
き
芋
ブ
リ
ュ
レ
と
ミ
ノ
ム
シ
け
ん
玉
づ
く
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
か
ま
ど
で
作
っ
た
焼
き

芋
に
、
砂
糖
を
か
け
て
バ
ー
ナ
ー
で
あ
ぶ
り
、
子
供

た
ち
と
一
緒
に
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ
で

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
ま
し
た
。
そ
し
て
焼
き
芋
が
で
き

る
ま
で
の
時
間
、
紙
コ
ッ
プ
で
ミ
ノ
ム
シ
け
ん
玉
を

作
っ
て
ご
家
族
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
ワ
ク
ワ
ク
す
る
思
い
出

を
作
っ
た
と
て
も
実
り
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

ま
た
、
12
月
14
日
（
土
）
に
は
「
古
民
家
で
餅
つ
き

＆
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
峰
滝
ゼ
ミ
で
は
、
お
餅
を
丸
め
て
い
る
時
間
も

子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
レ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
を
使
用
し
た
雪
だ
る
ま
作
り
も
企
画
し
ま

し
た
。
各
々
個
性
の
あ
る
雪
だ
る
ま
を
作
成
し
、
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
の
で
、
次
回
も
参
加
さ
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

臼と杵を使って餅つき可愛い雪だるまづくり

 天誅 ( 忠 ) 組記念館  草村 克彦氏

  「紫蓮尼  墓碑の拓本」

大好評の
焼き芋ブリュレ

歴史講座の様子  主屋にて

   ナンドにて 書道作品展示

  資料の解説をする川向 章介氏

書道や日本文化のよさを
感じてほしいと話す深川 秀鳳氏

  つくることの大切さ、
 楽しさを伝える磯田 武士氏

 河内小梅一座「八房流玉すだれ」

 作品紹介

  「日下新池 健康道場」
  当時の様子を解説
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菊
花
展

    
昨
秋
の
美
し
さ
、

            　

今
ふ
た
た
び

   
  

菊
の
香
に　

く
ら
が
り
登
る  

節
句
か
な

                                             

芭
蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
六
年
十
一
月
一
日
（
金
）
〜
十
一

月
二
十
四
日
（
日
）
の
期
間
、
日
下
地
域
の

菊
花
愛
好
家
有
志
の
会
の
皆
様
が
育
て
た
菊

花
を
展
示
す
る
「
菊
花
展
」
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
十
一
月
の
行
事
を
今
頃
取
り
上
げ
る

事
は
ピ
ン
ぼ
け
で
す
が
、
菊
花
愛
好
家
の

方
々
の
熱
意
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
致
し
た

く
、
敢
え
て
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
天
候
不
順
で
開
花
が
遅
れ
昨
年
は
取

り
止
め
、
本
年
は
十
日
遅
れ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
旧
河
澄
家
主
屋
の
軒
先
に
展

示
さ
れ
た
菊
鉢
大
小
合
わ
せ
て
約
四
十
鉢
を

ご
覧
に
、
多
く
の
方
々
が
来
ら
れ
ま
し
た
。　
　

か
つ
て
日
下
地
区
に
は
、
五
十
人
以
上
の
菊

花
愛
好
家
お
ら
れ
数
々
の
展
覧
会
に
出
品
し

て
、
多
く
の
栄
誉
に
浴
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。現
在
、愛
好
家
の
方
は
少
な
く
な
っ

て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
熱
心
に
菊
花
を

育
て
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
一
重
咲
き
で
、
平
開
す
る
大
輪

の
菊
で
、
舌
状
花
の
数
が
十
六
枚
程
度
、
舌

状
花
が
円
形
で
隙
間
な
く
咲
く
一
文
字
菊
を

展
示
し
て
戴
き
ま
し
た
。
一
文
字
菊
は
、
天

皇
家
の
紋
章
に
似
て
い
る
の
で
御
紋
章
菊
と

も
呼
ば
れ
、
花
弁
の
色
に
は
、
白
、
黄
色
、

橙
、
薄
紫
紅
色
等
が
あ
り
ま
す
。
花
を
支

え
る
た
め
、
花
を
円
形
で
厚
手
の
白
紙
で
支

え
、
花
び
ら
が
綺
麗
に
開
く
よ
う
に
間
に
綿

を
挟
む
等
、
愛
好
家
の
方
は
旧
河
澄
家
ま
で

毎
日
足
を
運
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
聞
け
ば

「
菊
は
一
年
中
手
を
か
け
な
い
と
い
け
な
い
。

水
や
肥
料
を
施
し
、
葉
を
間
引
き
、
花
を
整

え
、
花
び
ら
を
間
引
く
な
ど
、
ほ
ぼ
一
年
中
、

世
話
が
必
要
」
と
言
い
ま
す
。

菊
の
歴
史
を
繙
け
ば
平
安
期
に
中
国
よ
り
伝

来
の
菊
水
伝
説
が
や
が
て
は
重
陽
の
節
句
に

欠
か
せ
な
い
花
と
し
て
定
着
、
松
尾
芭
蕉
が

暗
峠
に
て
詠
ん
だ
歌
の
通
り
不
老
長
寿
の
祈

り
を
こ
め
た
花
と
な
り
ま
し
た
。
今
も
尚
、

菊
が
人
々
を
引
き
付
け
る
魅
力
は
何
か
。
そ

れ
は
昔
（
い
に
し
え
）
よ
り
の
伝
承
に
加
え
、

育
て
た
人
の
惜
し
み
無
く
注
が
れ
る
愛
情
の

現
れ
が
故
と
云
え
ま
す
。

や
さ
し
い
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　

昔
に
な
ら
う

  

　
　

庭
よ
り
思
い
繋
ぐ

       

　
　

う
ら
ら
か
な
季
に
咲
く
花

　

旧
河
澄
家
の
庭
で
は
、
季
節
の
移
ろ
い
と

と
も
に
、
万
葉
集
に
も
う
た
わ
れ
た
花
々
が

そ
っ
と
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。こ
の
春
は
、

ア
ン
ズ
、
ス
ミ
レ
、
ア
セ
ビ
、
ア
ミ
ガ
サ
ユ

リ
、
ナ
シ
、
カ
リ
ン
、
イ
ナ
ダ
モ
モ
の
花
が

庭
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

花
地
図
が
で
き
る
ま
で

　

二
〇
二
三
年
、
季
節
ご
と
の
花
を
確
か
め

な
が
ら
つ
く
っ
た
花
地
図
「
旧
河
澄
家
の
自

然
と
万
葉
集
に
う
た
わ
れ
た
花
た
ち
」

　

は
じ
め
は
、
名
前
も
わ
か
ら
な
い
花
ば
か

り
で
し
た
。
庭
を
何
度
も
歩
い
て
記
録
を
重

ね
、
そ
の
中
で
万
葉
の
時
代
に
詠
ま
れ
た
植

物
た
ち
が
、
今
も
こ
の
庭
に
息
づ
い
て
い
る

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

庭
に
咲
く
草
花
や
木
々
の
こ
と
を
知
り
た

く
て
、二
〇
二
〇
年
よ
り
「
万
葉
の
花
講
座
」

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
華
道
家
で
、
万
葉

の
花
研
究
家
の
片
岡
寧
豊
さ
ん
と
一
緒
に
、

季
節
の
た
び
に
庭
を
散
策
し
、
何
度
も
足
を

止
め
て
観
察
し
ま
し
た
。「
き
っ
と
そ
う
か

な
」「
た
ぶ
ん
そ
う
だ
と
思
う
」「
あ
、
や
っ

ぱ
り
そ
う
だ
」
―
―

　

そ
ん
な
風
に
、
確
か
め
る
よ
う
に
ひ
と
つ

ず
つ
記
録
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

季
節
の
移
ろ
い
や
小
さ
な
草
花
に
も
心
を
寄

せ
て
い
た
、昔
の
ひ
と
た
ち
の
ま
な
ざ
し
に
、

ど
こ
か
似
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
花
地
図
を
手
に
庭
を
散
策
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
草
花
と
と
も
に
、
季
節
の
移

ろ
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
ど
う
ぞ
事
務
所
ま
で

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
花
地
図
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

こ
う
し
て
記
録
を
続
け
る
中
で
、
植
物
の

名
前
や
特
徴
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
片
岡
寧
豊
さ
ん
に
も
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
清
掃
等
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
共
に
働

き
、
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
の
準
備
、
今
回
の
花

地
図
作
成
や
畑
で
の
栽
培
作
業
に
も
力
を
貸

し
て
く
れ
た
三
人
が
、
三
月
を
も
っ
て
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
榧
の
木
の
管
理
、
河
内
木
綿

や
藍
の
花
、
紫
陽
花
、
ナ
ン
バ
ン
キ
セ
ル
、

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
等
の
育
成
に
も
携
わ
り
、
自

然
へ
の
深
い
愛
情
と
知
識
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
長
い
間
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
日
々
が
穏
や
か
で
健
や
か
な
も
の
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。　

花びらに白い綿をふわりとのせてつくる御紋章菊　　　　

一年を通じて繊細なケアを必要とする菊栽培
菊を大切に育てる川上 朝次郎さん

日々の丹精な手入れで見事な彩りの菊を　　　　
咲かせてくれる藤井 滋さん　　　　

形を整え、美しく育て上げます　　　　

古民家に咲き添う、菊景　　　　

ひだまりの彩り菊　　　　
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菊
花
展

    

昨
秋
の
美
し
さ
、

            　

今
ふ
た
た
び

   
  

菊
の
香
に　

く
ら
が
り
登
る  

節
句
か
な

                                             

芭
蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
六
年
十
一
月
一
日
（
金
）
〜
十
一

月
二
十
四
日
（
日
）
の
期
間
、
日
下
地
域
の

菊
花
愛
好
家
有
志
の
会
の
皆
様
が
育
て
た
菊

花
を
展
示
す
る
「
菊
花
展
」
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
十
一
月
の
行
事
を
今
頃
取
り
上
げ
る

事
は
ピ
ン
ぼ
け
で
す
が
、
菊
花
愛
好
家
の

方
々
の
熱
意
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
致
し
た

く
、
敢
え
て
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
天
候
不
順
で
開
花
が
遅
れ
昨
年
は
取

り
止
め
、
本
年
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十
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遅
れ
て
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開
催
と
な

り
ま
し
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が
、
旧
河
澄
家
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屋
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軒
先
に
展

示
さ
れ
た
菊
鉢
大
小
合
わ
せ
て
約
四
十
鉢
を

ご
覧
に
、
多
く
の
方
々
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来
ら
れ
ま
し
た
。　
　

か
つ
て
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地
区
に
は
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五
十
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以
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花
愛
好
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れ
数
々
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展
覧
会
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出
品
し

て
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栄
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て
き
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歴
史
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あ
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す
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在
、愛
好
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方
は
少
な
く
な
っ

て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
熱
心
に
菊
花
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育
て
て
お
ら
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ま
す
。

　

今
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は
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一
重
咲
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開
す
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大
輪
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で
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舌
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展
示
し
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戴
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し
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。
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皇
家
の
紋
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似
て
い
る
の
で
御
紋
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と
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呼
ば
れ
、
花
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は
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白
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色
、

橙
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紫
紅
色
等
が
あ
り
ま
す
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支

え
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た
め
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花
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円
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厚
手
の
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紙
で
支

え
、
花
び
ら
が
綺
麗
に
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く
よ
う
に
間
に
綿

を
挟
む
等
、
愛
好
家
の
方
は
旧
河
澄
家
ま
で

毎
日
足
を
運
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
聞
け
ば

「
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は
一
年
中
手
を
か
け
な
い
と
い
け
な
い
。
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料
を
施
し
、
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間
引
き
、
花
を
整

え
、
花
び
ら
を
間
引
く
な
ど
、
ほ
ぼ
一
年
中
、

世
話
が
必
要
」
と
言
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ま
す
。
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史
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伝
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句
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け
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。
そ
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が
れ
る
愛
情
の

現
れ
が
故
と
云
え
ま
す
。

や
さ
し
い
暮
ら
し
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ら
か
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葉
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、
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ア
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サ
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モ
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っ
て
い
ま
す
。
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葉
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葉
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。
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の
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を
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で
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家
の
片
岡
寧
豊
さ
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と
一
緒
に
、

季
節
の
た
び
に
庭
を
散
策
し
、
何
度
も
足
を

止
め
て
観
察
し
ま
し
た
。「
き
っ
と
そ
う
か

な
」「
た
ぶ
ん
そ
う
だ
と
思
う
」「
あ
、
や
っ

ぱ
り
そ
う
だ
」
―
―

　

そ
ん
な
風
に
、
確
か
め
る
よ
う
に
ひ
と
つ

ず
つ
記
録
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

季
節
の
移
ろ
い
や
小
さ
な
草
花
に
も
心
を
寄

せ
て
い
た
、昔
の
ひ
と
た
ち
の
ま
な
ざ
し
に
、

ど
こ
か
似
て
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る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
花
地
図
を
手
に
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を
散
策
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
草
花
と
と
も
に
、
季
節
の
移

ろ
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
ど
う
ぞ
事
務
所
ま
で

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
花
地
図
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　

こ
う
し
て
記
録
を
続
け
る
中
で
、
植
物
の

名
前
や
特
徴
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
片
岡
寧
豊
さ
ん
に
も
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
、
清
掃
等
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
共
に
働

き
、
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
の
準
備
、
今
回
の
花

地
図
作
成
や
畑
で
の
栽
培
作
業
に
も
力
を
貸

し
て
く
れ
た
三
人
が
、
三
月
を
も
っ
て
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
榧
の
木
の
管
理
、
河
内
木
綿

や
藍
の
花
、
紫
陽
花
、
ナ
ン
バ
ン
キ
セ
ル
、

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
等
の
育
成
に
も
携
わ
り
、
自

然
へ
の
深
い
愛
情
と
知
識
を
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
長
い
間
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
日
々
が
穏
や
か
で
健
や
か
な
も
の
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。　

花びらに白い綿をふわりとのせてつくる御紋章菊　　　　

一年を通じて繊細なケアを必要とする菊栽培
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　　き ゅ う か わ ず み け

旧河澄家
所在地　　　　　 〒579-8003　大阪府東大阪市日下町 7 丁目 6-39
電話番号　　　　TEL/FAX　072-984-1640
ホームページ　　http://www.kyu-kawazumike.jp
開館時間　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
休館日　　　　　 月曜日 （祝日の場合は翌日）
　　　　　　　　　　祝日の翌日 ・ 12 月 29 日～ 1 月 3 日
入館料　　　　　 無料
駐車場　　　　　 5 台 （無料）
　　　　　　　　　　満車の場合は、 近鉄けいはんな線 「新石切駅」
　　　　　　　　　　周辺の有料駐車場をご利用ください。

◆アクセス方法 
公共交通機関をご利用の場合
・ 近鉄奈良線 「石切駅」 より徒歩約２０分
・ 近鉄けいはんな線 「新石切駅」 より徒歩約２５分
・近鉄奈良線 「東花園駅」 または近鉄けいはんな線 「新石切駅」  より、           
　近鉄バス 「四条畷行き」 または 「住道行き」 に乗車
　「南日下」 バス停より徒歩１５分
・ JR 学研都市線 「住道駅」 または 「四条畷駅」 より、
　近鉄バス 「東花園駅前行き」 に乗車 「南日下」 バス停より徒歩   
  約１５分

マイカーをご利用の場合
・ 旧国道１７０号線 「日下４丁目」 交差点を東へ、 約６００ｍ直進

◆指定管理者　株式会社アスウェル  TEL ： ０７２-９３９-７８６１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     FAX ： ０７２-９５２-４３４０
 　　URL       http://www.asuwell.co.jp
 　　E-mail    mail@asuwell.co.jp

東大阪市指定文化財

JISQ9001:2015(ISO9001:2015)/ 全事業所

JISQ14001:2015(ISO14001:2015)/ 全事業所

建物総合清掃保全管理・施設保守管理・建築物

・衛生管理・人材派遣・警備保守・指定管理

株式会社アスウェルは、総合
ビルメンテナンス会社として、
次の認証を取得しています。

旧河澄家

日新高校

大龍禅寺

孔舎衙東小学校

孔舎衙小学校

公園

丹波神社

至 生駒駅

公園

至 額田駅

石切山手保育園

日下
リージョンセンター

石切剱箭神社

日下町 4 丁目

旧国道
170 号線

至 住道駅･四條畷駅

新石切駅

至 瓢箪山駅

たばこ屋

西稱揚寺

東稱揚寺

芝

近
鉄
奈
良
線

近鉄けいはんな線

石切駅

南日下バス停 日下新池

お弁当店

マンション

コンビニ
エンスストア

交番

交番

石切参道商店街

旧河澄家周辺図 (詳細)

旧河澄家　イベントカレンダー
※イベント日程は本誌発行時の予定ですので、都合により多少前後する可能性がございます。詳しくはお問合せください。

丸に三つ違い沢瀉

河澄家の家紋

　河内いえ・まち再生会議　理事長　小原公

輝氏が収集の浮世絵「木曽海道六十九次」（写）

を中心に、解説と共に展示します。

更に会期中の 5 月 11 日 ( 日 ) には、「浮世絵

に見る風景と暮らし」と題して小原氏による

講演を開催します。参加費は無料です。

浮世絵に描かれる建物から江戸時代の人々の

暮らしぶりを覗いてみませんか。

声に出して文字を読む「素読」。

　素読は、江戸時代の寺子屋で活用されてい

た学習方法でした。素読で読む文書として中

国の古典「四書」がよく使われています。そ

の中のひとつに「論語」があります。「論語」

は、孔子とその弟子の中でも優れた人物たち

の言語をまとめた書物で、心を打つ章句が詰

まっています。古来から大切にされてきた生

き方や考え方を学びませんか。

2025 年 4 月～

　本展では、五節句のひとつ「端午の節句」

にあわせ、鯉のぼりや節句幟、五月人形、河

澄家に伝わる甲冑などを展示します。

　会期中の 4 月 20 日 ( 日 ) には、近畿大学

峰滝ゼミ生と鯉のぼりのけん玉づくりとアン

サンブル・ビバーチェによるコンサートを開

催します。3歳以上の方 ( 未就学児は保護者

同伴 ) はどなたでも参加できます。参加費は

無料です。

  4/19（土）

　 ～ 5/6（祝）

  5/10（土）

　 ～ 6/8（日）

　石切工房 桜陶庵の講師で、陶芸家の桜井

智子さんにご指導いただき、陶芸の技法を学

びながら土の感触を楽しみ、土の塊から生ま

れるものづくりの楽しさを体験します。手し

ごとの温もりを感じる素朴な風合いの優しい

作品を暮らしの彩りに添えませんか。はじめ

ての方でもお楽しみいただけます。4月から

7月の期間に全４作品をつくります。 釉薬掛

けは、石切工房 桜陶庵にて

論語の素読会古民家で土に触れる おとなの陶芸教室 全 6回

        浮世絵展 /講演  浮世絵に見る風景と暮らし    端午の節句展 /鯉のぼりけん玉作り＆コンサート
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